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平成 24年度 秩父地域森林活用等創出支援事業 

 

大滝山林振興協議会 
 

  

 
森林施業の集約化の要となる山林の境界確認作業と測量作業は、多くの労務が必要であるため、デジ

タルコンパスを導入し、測量・図化を大幅に効率化するとともに、集約地データの高度化（ＧＩＳ化）

を図る。 

 

 

＜平成 24年度＞ 

デジタルコンパス森林測量システム（ＧＰＳ機能付）一式を導入し、測量・図化を大幅に効率化させ

た。 

 

   

 

 

デジタルコンパスによって得られた情報をコンピュータ上に整理保管し、解析するための測量支援ソ

フト「ASSIST7」を導入することにより、施業集約化事業をさらに促進するとともに、次世代に森林

の情報を継承していく。 

※平成 25年度秩父地域森林活用等創出支援事業 

森林施業集約の効率化事業 

事業の目的・内容 

今までの活動状況 

これからの活動・行事 


